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詳細は担当営業までお気軽にご相談ください 

高い品質と強度保証を実現！ 
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「旨いもん探訪記」 
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  

  
  
  
  

  
  

 毎度ご覧いただきありがとうございます。大阪本社【古参・Ｋ】で 
ございます。いつもはコムウエル・ブログでくだらない文章を書い 
てます。（そっちもヨロシクね！）今回、満を持して（？）『旨いもん 
探訪記』初参戦となりました。 
 宝塚界隈に出向く際、よく立ち寄るお店があります。阪急宝塚 
線終点「宝塚駅」の一つ手前の駅「清荒神駅」にありますお食事 
処「あづまや」です。場所は火の神・台所の神が祀られる清荒神 
清澄寺へ続く、傾斜が強めな坂道の参道にあります。店舗入り口横 
（室外）で関東煮（おでん）を炊いており、夏の暑い日も冬の寒い日も、年配のお婆さんが
番をしつつ「お食事どうですか？」「おでんいかがですか？」と声掛け 
してくれます。私、子供の頃から参拝ついでにちょいちょい寄るんです 
が、あの時のお婆さんと同じ人じゃないのかな…？と思っていて、つい 
頭が下がります。 
 簡単に言えば麺と丼と関東煮の店です。まぁどれを頼んでも茶色系 
の色で【彩り】的には映えません。しかしそれを否定するのは日本の 
食文化である「出汁」に対する冒涜というもの。色味は同じでもうどん、 
関東煮、いなりずしと、それぞれ異なる出汁の風味の違いがあり楽しま 
せてくれます。最近は神社仏閣へ足を運ぶ人が減ったのか、かつて 
賑やかだった参道は今ではめっきりお店も減り、ぽつぽつ住宅が建っ 
てきた寂しさはありますが、車もないような遠い昔は賑やかであって、参道の上り下りで疲
れた体を癒したりといった光景があったのかなぁ、と思いを馳せつつ舌鼓を打つのです。 
                                                  （癒） 
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